
１２ 新潟県立新潟翠江高等学校 
 

 

●所在地  〒９５０－１１１２  

  新潟市西区金巻１６５７番地  

  〔最寄りの交通機関〕  

  高速バス 鳥原下車、徒歩約２０分  

  路線バス 木場宮前下車、徒歩約５分 

    金巻興野下車、徒歩約２５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●電 話 ０２５－３７７－５７４４（定時制教務室直通）  

  ０２５－３７０－１７２１（通信制教務室直通）  

 

●ＦＡＸ ０２５－３７７－０２６２  

 

●校 長 吉田 弘 

 

●課 程 単位制による定時制課程（普通科）  

  単位制による通信制課程（普通科）  

 

●創 立 平成１６年１月１日 

 

●生徒数 《定時制課程》（平成２３年５月１日現在）  

 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 合計 

普通科 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

 ５０ ３８ ４６ ２２ ４６ ３１ １１ １７ １５３ １０８ 

総合計 ８８ ６８ ７７ ２８ ２６１ 

 

  《通信制課程》（平成２３年５月１日現在）  

 １学年 ２学年 ３学年 合計 

普通科 男 女 男 女 男 女 男 女 

 ４８４ ３９６ ３５０ ３３５ ２８７ ３０８ １１２１ １０３９ 

総合計 ８８０ ６８５ ５９５ ２１６０ 



●入学者選抜（平成２４年度予定）  平成 2４年度募集学級及び募集人数確定後、ホームページ更新予定 

《定時制課程》 

学 科 募集定員 

推薦選抜 

一般選抜 転編入 

一般推薦 
特別

推薦 

普通科 

平成 23 年度 平成 24 年度 定員の 

１０％ 

以内  

自己 PR 

カード 

面接 

あ り

ま せ

ん 

学力検査*1  

（国・数・英） 

面接  

転編入 

試験を 

実施*2 
午前部 70 人 

午後部 35 人 

１０月下旬頃 

確 定 

     *1 満２０歳以上の志願者は３教科の代わりに作文で受検できます。 

        *2 午前部１０人、午後部５人程度  
 
《通信制課程》 

学 科 募集定員 選抜方法 

普通科 若干人 書類審査及び面接 

 
●教育目標  

  自ら意欲的に学び続け  

    自ら健康的な心身を培い  

   自ら世界に寄与できる  

     豊かな人間を育成します  
 
●目指す学校像のコンセプト  

《定時制課程》  

「なりたい自分」を目指して行動する人間を育てます。  

－新潟翠江高校定時制は、自己理解と学習活動を通じて、  

自己の変容・改善をはかり、主体的に人生選択する能力・態度を育てます。－ 
 

《通信制課程》  

あなたの学習スタイルで「学び」を実現しよう！  

新潟翠江高校・通信制は、学びたいときに学べる学校です。  

新潟翠江高校・通信制は、みなさんの学び直しをサポートする学校です。  

新潟翠江高校・通信制は、高校卒業を目指すみなさんの未来を拓く学校です。  
 
●校長から  

新潟県立新潟翠江高等学校のハイスクールガイド・インターネット版を御覧いただきあり

がとうございます。  

本校は、平成１６年４月に開校した単位制の昼間二部制（午前部・午後部）の定時制課程

と通信制課程を併せ持つ普通科の高校です。生徒の生活スタイルや学習ペースに応じて授業

選択できるなど、より柔軟で学びやすい学校を目指して教育活動を工夫していますし、将来、

社会人として生きがいを持って生活するために必要な諸能力を身につけてもらうための教

育（キャリア教育）も進めています。また、専任の教育相談員と養護の先生を中心に、生徒

の多様な悩みに対応する教育相談体制の充実も図っています。 

本校の教育システムを活用して、自分のペースでじっくり学び、自己実現を図ってもらい

たいと思います。  
 
●学校の特色  

◎柔軟で夢のある単位制高校  

・基礎からゆっくり学びたい人、教養を身につけたい人、就職や進学のための学習をしたい

人などに適した学校です。  

・自分のペース、自分のスケジュールで学校生活を送ります。  

・学習する科目の単位を積み上げて７４単位以上で卒業できます。  

・学期は、前期・後期の２学期制です。  

・他の高校で修得した単位を生かすことができます。  

◎スクールスローガン  

たゆまず前へ 拓く未来  



●定時制課程の学び  

◎卒業に必要な単位を修得すれば、３年間で卒業

することができます。 

◎４年間以上かけて、マイペースでゆっくりと学

ぶことができます。  

☆午前・午後の２部制  

・自分の生活リズムに合わせて午前部と午後

部のどちらかに志願することができます。  

・午前部と午後部の学習内容は同じです。  

☆豊富な選択科目  

・自分の興味・関心、適性、進路希望等に応

じて選択できる多くの科目があります。  

・学校独自に設定した科目があります。  

「世界の文化」、「生活と法」、「環境と植物」、 

「エンジョイ・スポーツ」、「実用書道」、  

「実用英語」、「未来と進路」等  

 

                

 

 

 

 

 

  は必修科目 

  は選択科目 

 

◎学びたい科目を選択し、自分に合った時間割を作成することができます。  

〈生徒が作った時間割例〉  

４年間で卒業を目指す午前部のＡ君  

 月 火 水 木 金 

１限 わかる国語 わかる数学 わかる数学 わかる数学 わかる英語 

２限 わかる国語 わかる数学 わかる英語 保健 ＨＲ 

３限 理科総合Ａ 現代社会 現代社会 体育 わかる国語 

４限 理科総合Ａ わかる英語 わかる国語 わかる英語 体育 

 

３年間で卒業を目指す午後部のＢ君  

 月 火 水 木 金 

３限 実用国語 音楽史 実用英語 実用書道 未来と進路 

４限 実用国語 音楽史 実用英語 実用書道 未来と進路 

５限 理科総合Ａ 英語Ⅰ 現代社会 英語Ⅰ 英語Ⅰ 

６限 理科総合Ａ 英語Ⅰ 現代社会 体育 体育 

７限 数学Ⅰ 数学Ⅰ 国語総合 国語総合 ＨＲ 

８限 数学Ⅰ 国語総合 保健 国語総合 数学Ⅰ 

 

◎平成２２年度卒業生進路決定状況  

 
進  学 就  職 その他 

(含む未定) 
合 計 

大 学 短 大 専門学校 就 職 公務員 

男子 ４ ０ １４ ５ ０ １５ ３８ 

女子 ０ ０ ９ ２ ０ ９ ２０ 

計 ４ ０ ２３ ７ ０ ２４ ５８ 

 

 

授業例〈１年次の木曜日〉 

 午前部 午後部 

１限 
数学Ⅰ  

わかる数学  

２限 
体育  

  

３限 
英語Ⅰ 実用書道② 

わかる英語 数学Ａ 

４限 
英語Ⅰ 実用書道② 

わかる英語 数学Ａ 

５限 
実用書道② 英語Ⅰ 

数学Ａ わかる英語 

６限 
実用書道② 体育 

数学Ａ  

７限 
 国語総合 

 わかる国語 

８限 
 国語総合 

 わかる国語 



◎卒業生からのメッセージ  

《日本福祉医療専門学校へ進学したＡさん》 

私が子供を預かる保育の道に進もうと思ったのは中学生になってからです。もともと子供

が好きというのもありますが、小さないとこと遊んであげたり、近所の子と触れ合ったりし

ているうちに、保育園の先生になりたいと思うようになりました。 

そして、高校２年の夏には職業体験で二日間保育園の先生の仕事を手伝いました。最初は

子供の元気の良さに圧倒されましたが、しばらく子供たちの遊んでいる様子をみていると、

一人の園児に「一緒に遊ぼう」と手を引っ張られました。それからたくさん遊び、朝の挨拶

の歌を歌ったり、みんなと並んでお昼を食べたり、一緒にお昼寝をしたり、とても楽しい思

い出になり、すごくいい経験になりました。なにより人のために働くということはすばらし

いことだと実感でき、絶対に保育園の先生になりたいと思いました。ここで過ごした時間は

この先の支えになると思っています。 

しかし、努力なしになれる仕事はありません。私は体力が必要だと思い、ジムに通ってい

ます。また、保育に関する本を買って勉強をしています。特に、ピアノも習っていますが、

なかなか上手くならず、苦戦しています。止めようと思ったこともありますが、ピアノの先

生に「いま諦めたらそこまで、でもね、それでほんとにいいの」と言われ、その言葉でなん

とか踏みとどまり、その言葉で、今が苦しくてもその先に明るい未来があるなら、それに保

育の仕事は絶対に諦めたくないし、少しでもなれる可能性があるなら頑張っていこうと思っ

て継続しています。 

 後輩のみなさんには、少しでも望みがあるなら諦めずに自分の進みたい道に進んでほしい

です。だけど、なんの努力もしないでなれる仕事は一つもありません。頑張ればきっと結果

はついてくるはずです。もし進路で悩むことがあれば進路の先生に相談してみてください。

私もまだ夢を追いかけている途中、例えるなら未完成のパズルと一緒です。今は夢を叶える

ための努力をしています。努力＝パズルのピース集めをしている真っ最中。完成する頃には、

きっと夢が叶っていると信じています。みなさんを応援しています。ともに頑張っていきま

しょう。 

 

《新津石油株式会社へ就職したＢ君》 

私は、新津石油株式会社に内定が決まって、４月から働かせて貰うことになりました。正直

自分は、就職より進学したい気持ちの方が強かったです。ですが、経済的に難があり、進学

はやめて就職する事に決めました。 

自分は３年になっても、遅刻や欠席が多く、授業も真剣に取り組んでいませんでした。しか

し、この不景気のなかでこのままでは本当に就職できないと思い、三年の途中からちゃんと

学校に行くようになりました。 

就職活動が本格化し、私は新津石油株式会社に職場見学を申し込みました。見学に行ったら

部長さんや職場で働いている方の人柄や職場の雰囲気に惹かれ、新津石油株式会社に志望す

ることにしました。それから試験当日まで、面接、作文練習、一般常識の勉強を出来る限り

やりました。試験は緊張したけれど、自分の出来るところはやりきりました。後日、内定を

貰ったときはあきらめないでよかったと思うと同時に、すごく嬉しく思いました。 

後輩のみなさんも、自分のできるところだけでもいいのであきらめず頑張ってください。 

 

◎入学料等  

・入学考査料     ９５０円 

・入学料    ２，１００円 

 

◎諸経費（平成２３年度実績額） 

・生徒会費   ５，０００円 （４，５月分納）  

・ＰＴＡ会費   ４，２００円 （４～７月分納）  

・日本スポーツ振興センター   ７９０円 （年額）  

・修学旅行積立金   ７，０００円 （年間７７，０００円） 

・学年費    ８，０００円 （４月に納入）  

・他に教科書、体操着、内履き代 

 

◎入学料の減免制度  

向学心に富みながら、経済的理由により学費払いが困難な人に入学料の減免又は免除を行い、

教育の機会均等を図ることを目的としています。 

 



●通信制課程の学び  

◎学習内容は全日制や定時制の高校と同じです。  

◎自学・自習が中心。月２回程度の登校で卒業が

可能です。  

 

 

 

 

 

 

◎学習の進め方 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●スクーリング（面接指導）● 

・月２回、年２０回程度 

・土曜日、日曜日のいずれかに登校 

・授業に出席、学校行事に参加  

●レポート（報告課題）の作成・提出● 

・レポートは４月と９月に渡されます  

・１年間に２～１２回のレポートを提出します 

（科目により提出する回数は異なります）  

※レポートの作成、勉強の仕方や悩みなどに 

ついて、月曜日から木曜日のスクーリング 

以外の日に登校して相談することができま 

す。  

●定期試験● 

・年２回、８月と１月に実施します 

・全日制や定時制と同じようにペーパーテスト 

が主です  

※全てのレポートを提出し、一定の成績以上の 

評価を得なければなりません。 

●卒業● 

・３年以上の高校在学期間  

・必履修科目をすべて履修  

・７４単位以上を修得 

・一定時間以上の特別活動の出席 

●自宅学習● 

教科書・学習書 

などで勉強 

●放送視聴● 

テレビ・ラジオ 

で学ぶ 

●単位の認定● 

・レポートの成績、スクーリング出席状況、試 

験の成績などを総合的に判断して単位を認定 

します。 

※他校から転入したり、退学後、編入したりす 

る場合、以前に在籍した高校で修得した単位 

を生かせます。 



◎平成２２年度卒業生進路決定状況  

 
進  学 就  職 その他 

(含む未定) 
合 計 

大 学 短 大 専門学校 就 職 公務員 

男子 ７ １ ２０ ８ １ ８４ １２１ 

女子 ６ ４ ２７ ６ ０ １２４ １６７ 

計 １３ ５ ４７ １４ １ ２０８ ２８８ 

※就職は、新規高卒者としての就職者数。「その他」には、既に就職している数が含まれます。  

 

◎卒業生からのメッセージ  
《新潟大学経済学部夜間主コースに進学したＣさん》 

私はこの学校に入学し、他人と関わる時間は減りましたが、自分を見つめ直す機会がたくさん

できました。日頃しているアルバイトや、月に数回あるスクーリングなどを通して自分の将来を

考えることができた１年でした。 

もともと進学する気持ちがなく、ただ高卒資格を得て就職できればいいかなと軽い気持ちでい

た私に、この学校は自分を見つめ直す時間を与えてくれたような気がします。以前にいた学校で

は勉強が第一優先で、とにかく進学したい大学を早く決めてひたすら勉強することを促す先生方

が受け入れられませんでしたが、私自身も自分を見つめることもせずに、その枠に収まろうとし

ていました。しかし、新潟翠江高校に入学し、自分なりのやり方で、自分のペースで勉強をして

いく中で、勉強をするのは自分のためなのだということを感じることができ、心にもゆとりがで

きました。自分の気持ちがそのように変化することで、以前にいた学校の先生方の気持ちも理解

できるようになりました。そして私は、自分をじっくり見つめていく中で、自分が本当にやりた

いことを見出し、大学進学を決意しました。 

この学校は、自分のことや自分の将来のことを考える時間がたくさんあります。在校生のみな

さんも、残りの時間を大切に過ごしてください。 

 

《株式会社藤田製作所へ就職したＤさん》 
私が就職を考え始めたのは、２年生の終わり頃でした。３年生になってからは、担任の先生と

どんな職種で働きたいか相談していきました。介護の仕事が多い中、私は、製造職で働きたいと

思いました。しかし、この厳しい不況の中で本当に内定がもらえるのかという不安でいっぱいで

した。 

そこで、ハローワークの企業説明会や合同面接会、学校での就職説明会など、先生に紹介され

たものは全てに出ました。そこには県内の就職希望の生徒がたくさんいて、この中で本当に就職

できるのかと、また不安になりました。ですが、絶対に就職してみせるという気持ちになりまし

た。 

講演会やセミナーに参加し、講師の方から社会人になるためのマナーを学びました。先生との

模擬面接では、うまくいかず失敗ばかりでした。家で自分だけで練習もしました。 

本番の試験では思い通りにいかず、緊張して十分に力が発揮できませんでした。面接では、自分

が何を言っているのかわからないくらい緊張しました。でも、今まで頑張ってきたおかげで、無

事内定をいただくことができました。 

私はもうすぐ社会人になります。新入社員といえども、甘えは許されません。わからないこと

は何でも質問し、失敗しても落ち込まず、反省を生かして次につなげることが大事だと思います。

様々な不安に駆られると思いますが、新潟翠江高校で学んだことを生かせば、必ず就職できると

思うので、みなさんも頑張ってください。 

 

◎授業料等  

・入学考査料   かかりません。 

・入学料    ５００円 

◎諸経費（平成２３年度実績額）  

・生徒会費   ２，０００円（年額）  

・学習諸費     ８５０円（年額）  

・日本スポーツ振興センター   ２２０円（年額）  

・指定靴代金   ３，５７０円（入学年度のみ）  

・教材宅配料   地域により異なります。（年１回）  

◎授業料の減免制度  

保護者の収入が一定の基準を下回る場合や失業、休職などにより家計が急変した場合等には、

入学料の減免（還付）を受けることができます。 


